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仕事やプライベートに欠かせない「Microsoft Office」。ワードやエクセル、パワーポイントなど総合的なオフィスツールとして
親しんでいる人も多いだろう。各種アプリが一式そろったスイートパッケージの他、パーソナル、ホーム&ビジネス、プロフェッ
ショナルなど、用途に応じた組み合わせも用意されている。

1990年にリリースされたMicrosoft Office。パソコンが一般普及し始めた90年代後半、ビジネス向けのソフトとしては、ワープ
ロ機能は「一太郎」が、表計算機能には「Lotus
1-2-3」などがよく使われていた。その後、Windowsがパソコン用のOSとして普及するにつれ、Microsoft
Officeの人気が高まり、オフィスツールのデファクトスタンダードとして認知されていった。

「Microsoft 365」へのリブランド発表

2009年になると、クラウド上にドキュメントを作成、編集、共有できるオンラインアプリ「Microsoft Office Web App」（Web用ワ
ード、エクセル、パワーポイント）の提供を開始。2011年には、サブスクで提供されるクラウド環境ベースの「Office
365」を企業向けに開始し、2013年には個人向けにも開始された（Office 365は2020年4月、「Microsoft 365」に名称変更）。

そして、2022年10月、MicrosoftはワードやエクセルなどのOffice製品を従来のMicrosoft Officeから「Microsoft
365」に変更すると発表。長年親しんだMicrosoft Officeという名称がなくなるとして、大きく話題を呼んだ。

その詳細については「OfficeはMicrosoft 365になります」を参照しよう。ワードやエクセル、パワーポイントなど個々のアプリ
は引き続き存在するものの、アプリ一式がそろったパッケージとしての「Office」ブランド名は廃止し、「Microsoft
365」ブランドに置き換えられる。

Office.comでの変更のロールアウトは11月から開始され、Windows版 OfficeアプリとOfficeモバイルアプリでの変更のロール
アウトは2023年1月に開始を予定している。変更は自動で行われ、既存のアカウントやプロファイル、サブスクリプション、フ
ァイルなどへの影響はないとされている。更新後には「Microsoft 365」という名称と新しいロゴに変わる。

買い切り版の「Office 2021」も発売。どんなもの？… 続きを読む
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